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研究機関：広島大学 

研究課題名   悪性高熱症の診断・治療および安全な麻酔に関する研究 

研究責任者名  堤 保夫 

研究期間    2008 年 10 月 28 日(倫理委員会承認後）～2026 年 3 月 31 日 

対象者 

悪性高熱症の素因診断を行った後、余った筋肉で本研究を行うことに同意を得られる方 

意義・目的 

 悪性高熱症は全身麻酔薬で起こる遺伝性の病気です。吸入麻酔薬や一部の筋弛緩薬で起こるこ

とが分かっていますが、稀な疾患であり、まだ解明されていない部分も多いです。また、悪性高

熱症をおこす可能性を調べる素因診断は、現在は筋肉を採取して行っていますが、より侵襲の少

ない診断方法を開発する必要があります。今回、素因診断後の余った筋肉を使用して、さまざま

な薬剤に対する反応を調べることで、悪性高熱症の患者さんにも安全に使用できる薬剤を明らか

にすることと、新しい素因診断法を開発することを目的にこの研究を計画しました。 

方法 

本研究は，素因診断後の余った筋肉を使用して行います。 

筋肉にさまざまな薬剤を投与して、細胞内のカルシウムの濃度の変化を観察します。その反応を

比較することで、その薬剤が悪性高熱症をおこしうる可能性を判断します。（この研究のために

新たに筋肉を採取することはありません） 

共同研究機関 

 広島県立障害者リハビリテーションセンター 麻酔科 

 情報は広島大学に集め、広島大学でデータの解析を行います。 

試料・情報の管理責任者 

広島大学 教授 堤 保夫 

個人情報の保護について 

調査内容につきましては、プライバシー保護に十分留意して扱います。情報が個人を特定する

形で公表されたり、第三者に知られたりするなどのご迷惑をお掛けすることはありませんのでご

安心ください。研究に資料を提供したくない場合はお申し出ください。お申し出いただいても不

利益が生ずることはありません。 

問合せ・苦情等の窓口 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3   

Ｔｅｌ：082-257-5267   

広島大学病院麻酔科 助教 大月 幸子 


